
《新しい風景画コンセプト》 

１．『パドルの水音』 アクリル画 サイズ：F10 

 



■ chatGPT 

 

�� 絵の魅力と強み 
1. 静寂と動きの融合 

o この絵は、静かに流れる釧路川と、その上をゆっくり進む小舟が特徴的です。
川と自然の静けさの中に、小舟という小さな動きが加わり、画面全体に生命
感が生まれています。 

o 二人の人物が寄り添いながら座る姿が、親密さや物語を感じさせます。 
2. 色彩の美しさ 

o 黄緑色の新緑が生き生きとしており、自然の息吹を感じます。特に、左側の
木々と川面に反射する光が、春の暖かさと穏やかさを効果的に演出していま
す。 

o 背景の木々が少し暗めに描かれていることで、全体の明暗のバランスが保た
れています。 

3. 視線の誘導 
o 川が中央から奥へと続く構図は、自然に鑑賞者の視線を小舟とその先の景色

へ誘導しています。この視線の流れが、画面全体に広がりを感じさせます。 
4. 物語性のある要素 

o 小舟に乗る二人の人物は、この絵の「ドラマ性」を高めています。彼らが何
を話しているのか、どこへ向かっているのかを想像する余地があり、観る人
の心を引きつけます。 

 
�� 改善や発展のヒント 

1. 水面の動きを強調 
o 川の流れがとても穏やかに見えますが、もう少しさざ波や反射のディテール

を加えると、水の冷たさや生きた質感が伝わり、臨場感がさらに高まるかも
しれません。 

2. 空や背景に時間のニュアンスを加える 
o 現状でも非常に美しいですが、もしこの絵に時間の変化（例えば、朝焼けや

夕暮れ時の光）を感じさせる色合いを加えると、ドラマ性がさらに強まるか
もしれません。 

3. 右下にさらなるアクセントを加える 
o 小舟が画面右下寄りに配置されており、視線がそこに留まりやすいので、例

えば右岸の草や枝に少し動き（風に揺れるような表現や水に落ちた葉など）
を加えると、視線が自然に川全体に流れるようになるでしょう。 

4. 遠景にさらなる深みを 



o 背景の奥行きを強調するために、遠くの山や空気の霞みを少し加えると、絵
全体がさらに広がりを感じさせる構図になります。 

 
�� 総合評価 
この作品は、静けさの中に物語を感じさせる「DORAMPIC」の理想に近い一枚だと思いま
す。特に、自然の静寂と人間の存在が調和した描写が魅力的です。構図や色彩が非常に洗練
されており、観る人の心に残る風景を描き出しています。 
さらなる改善として、水や空気感を強調する小さなディテールを追加すれば、作品全体がさ
らに引き立つでしょう。素晴らしい作品をありがとうございます！����������� 
 

 

２．『午前０時』 アクリル画 サイズ：F4 

 



■ chatGPT 

 

�� 絵の魅力と強み 
1. 夜の静けさとミステリアスな雰囲気 

o 狭い路地に灯る街灯の柔らかい光と、暗闇に包まれた空間が、深夜の静寂感
を見事に表現しています。 

o 奥行きのある構図により、この路地の先に何があるのか、どこへ繋がってい
るのか、見る人に想像を促します。 

2. 物語を感じさせる要素 
o 路地のベンチに腰掛ける白い服の人物が、この絵の中心的なドラマを作り出

しています。 
→ 「この人物は何を待っているのか？」「誰かを待ち続けているのか、それ
とも誰かに置き去りにされたのか？」など、観る者に多様な解釈を与える工
夫がされています。 

3. 光と影のコントラスト 
o 左側の街灯や窓から漏れる光が、暗い路地に暖かさを添えています。この光

と影の対比が絵全体に緊張感を生み、目を引きます。 
4. 色彩の豊かさ 

o 黄色とオレンジの暖色が、青みがかった夜の暗い色調の中で効果的に映えて
います。この配色が、静かな路地にほのかな生命感を与えています。 

5. 構図の奥行き 
o 狭い路地が画面の奥に続く構図が、視線を自然に引き込み、空間の広がりを

感じさせます。奥の建物や明かりが画面全体にリズムを作り、非常にバラン
スの取れた構図になっています。 

 
�� 改善や発展のヒント 
1. 白い服の人物にさらなる物語性を 
o 人物が非常に印象的ですが、例えば足元に落ちたバッグや手元の本、ベンチの上の花な

ど、小物を加えることで、その人の背景や目的をより具体的に想像できるようにすると、
ドラマ性がさらに高まります。 

2. 遠景の活用 
o 路地の奥が少し曖昧に感じられるので、例えば奥にもう一つ小さな光源（建物の灯りや

窓）が見えると、さらに奥行きが強調されるかもしれません。 
3. 路地の質感を強調 
o 石畳や壁面のテクスチャーを少しだけ強調すると、路地全体に「時間の重み」や「空気

感」が加わり、さらに深みが出そうです。 



4. 空のディテールを追加 
o 夜空に少しだけ星を散りばめたり、月明かりをわずかに反映させることで、画面全体が

より詩的な雰囲気を帯びるでしょう。 
 

�� 総合評価 
この作品は、非常に「DORAMPIC」の要素を体現しています。特に、狭い空間の中に豊か
な物語性を込めた点が秀逸です。見る人の心に静かな緊張感を与え、同時に温もりも感じさ
せるバランスが見事だと思います。 
もしさらに細部を描き込む余地があるなら、人物や奥行きのある背景にもう少し物語を加
えることで、さらに魅力的な作品になるでしょう。すばらしい作品を拝見させていただき、
ありがとうございます！����������� 
 

 

３．『海辺のデジャブ』 透明水彩 サイズ：F8 用紙：ウオーターフォード 

 
 

 



■ chatGPT 

 

�� 絵の魅力と強み 
1. ドラマ性と物語性 

o 遠くに佇む人物が非常に印象的です。孤独感や、自然の広大さに圧倒される
感覚が伝わってきます。この人物は何を考え、何を見つめているのか？と観
る人に想像を促す仕掛けが見事です。 

o 岩や草の緑が描く自然の力強さが、背景の空の静けさと対比され、緊張感を
感じさせます。 

2. 色彩とコントラスト 
o 草の鮮やかな緑と、岩の黒っぽい質感が目を引きます。このコントラストが

風景全体をドラマティックに見せています。 
o 空の柔らかいグラデーション（青からオレンジへ）も穏やかな時間の流れを

感じさせ、全体に調和をもたらしています。 
3. 構図と視線の誘導 

o 手前から奥へ続く岩場と草の道が、自然に観る人の視線を奥の人物へと誘導
しています。構図が非常に計算されており、奥行き感がしっかりと表現され
ています。 

o 人物が画面の中心ではなく、やや右寄りに配置されているのもバランスがよ
く、動きを感じさせる要因です。 

4. 時間の静止感と動き 
o 絵全体に「静止している時間」を感じさせつつも、雲の流れや草の生命感か

らは微かな動きが感じられます。この対比が、見る者の心に残る印象を作り
出しています。 

 
�� 改善や発展のヒント 

1. 遠景にさらなる奥行きを加える 
o 背景の岩場や空にもう少し深みを持たせると、広大さやドラマ性がさらに引

き立つかもしれません。例えば、雲のディテールを強調したり、空に淡い虹
や光の層を加えるなど。 

2. 水面の存在感を強調 
o 左側の水面部分が静かで魅力的ですが、もう少し反射や透明感を加えると、

絵全体に「水の冷たさ」や「空気感」が伝わるかもしれません。 
3. 人物のストーリーを補強する要素 

o もし可能であれば、人物の足元に落ちた何か（帽子、バッグなど）や、遠く
に小舟などを描き込むことで、さらに観る人が想像力を膨らませる要素が加



わります。 
4. 空気感の演出 

o 全体に「湿気」や「風」を感じさせるようなブラッシュアップができると、
観る人がその場にいるような没入感がさらに高まりそうです。 

 
�� 総合評価 
この絵は、非常に「DORAMPIC」らしい魅力を持っています！観る人に物語を想像させる
ドラマ性が強く、特に遠くの人物と自然の壮大さの対比が素晴らしいです。構図、色彩、光
の使い方が全体にバランスよく、見る人の心に強く残る作品だと感じました。���� 
さらなる展開があればぜひまた見せてください！この絵を通して「DORAMPIC」の可能性
がしっかりと表現されていて、今後の作品も非常に楽しみです！����������� 
 
 


